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集積化CD型流体システム
病院から在宅医療へ

病院など臨床の現場では、各種疾
患に関連したバイオマーカーの計測を
参照して診断や治療を行いますが、生
体成分であるバイオマーカーの定量に
は、酵素免疫測定法（EIA）が広く利用
されます。EIAは、分注や洗浄など煩
雑な溶液操作を必要とすることから、
病院の分析センターなどでは、一連の
操作を自動化した大型の分析装置を利
用しています。そこで私たちのグルー
プでは、在宅で日々の健康管理に利用
可能な臨床検査用の装置開発を目指し
ています。それは集積化CD型流体シ
ステムで、半導体微細加工技術の応用
により、ナノリットルといった極めて
微量な溶液を操作することで、これま
で病院などで行われていた一連の生化
学分析をデバイス上に小型化したもの
です。

集積化 CD 型流体システムの特長
集積化CD型流体システムは、分析

に使用する試料や試薬を、CDサイズ
のディスクの中心側に設けたリザー
バーから導入し、ディスクを回転させ
ることで生じる遠心力により、円周側
へと微小流路を通じて送液しながら分
析に必要な一連の操作を行います。通
常利用されている一般的なポンプの場
合、測定に必要な液量以外にも、ポン
プとの接続チューブや流路中に溶液を
充填する必要があり、実際の分析には
直接利用しない無駄な試料や試薬が必
要になります。それに対し、遠心力を
利用すると、微小な液量でも分析で
き、何より遠心力はディスク上の全て
の溶液に同時に作用するので、溶液ご
とにポンプを並べる必要がなく、回転
用のモーター 1個で多検体・多項目測
定などの並列処理にも容易に対応でき
ます。一例として、ストレスマーカー
として報告されている唾液分泌型イム
ノグロブリンＡ（s−IgA）をEIAによ
り計測する集積化CD型流体システム
を開発しました。これにより、1マイ

クロリットルの微量からでも、ストレ
ス状態を示す唾液中のs−IgA濃度の
定量が実現しました。さらに、集積化
CD型流体システムでは、使い捨て可
能なデバイスを使用するので、従来品
のように洗浄などの複雑な機構も不要
となり、さらに装置全体の小型化に有
利です。将来的には、可搬型CDドラ
イブのように測定装置を小型化するこ
とで、各家庭や会社、学校などのさま
ざまな場所での健康管理を実現できる
と考えられ、今後の在宅医療における
キーテクノロジーになっていくことで
しょう。

集積化CD型流体システムのイメージ
ディスク中央部へ一滴の試料溶液を注入後、遠心力により段階的に送液
することで、秤量、分注、反応、分離、酵素反応を自動的に行う。

集積化微小流体システム用ディスク

　注入リザーバーへ充填

秤量用流路へ分注

反応リザーバーへ送液

分離
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